LTS140DC v2.1

はじめに

この文章は、マイクロソフト・ワードでピラミッド・ストラクチャを作る例として作成されました

次ページにピラミッド・ストラクチャのフォーマットがありますので、ご自由にお使い下さい

使い方

「キーライン・メッセージ1」、「事実1」などを選択して、[Alt] + [Shift] + [→]キーを押すと、レベルを一つ下げることができます。逆に、[Alt] + [Shift] + [←]で、レベルを一つ上げることができます。

レベルの上げ下げと同時に行頭文字も自動的に変更されます。2段目(キーライン・メッセージ)が「●」、3段目が「－」、4段目が「＞」記号が表示されます

「事実」を一つのグループから別のグループに移動させたいときは、移動させたい「事実」を選択して、[Ctrl]+[x]で切り取り、移動先の場所までカーソルを動かし、[Ctrl]+[v]で張り付けてください

ピラミッド・ストラクチャを完成させて、メインメッセージとキーライン・メッセージのみを表示させたいときは、メニューの[表示]→[アウトライン]を選択してアウトラインモードにしたうえで、ツールバーの「レベルの表示」ボックスで、「4レベル表示」を選択してください。また編集に戻る際には、[編集]→[下書き]でこの画面に戻ります。

お問い合せと著作権
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